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研究成果の概要（和文）：新型コロナ感染症の流行により、本研究は規模を縮小し注意欠如・多動症（ADHD）症
状を持つ学生12名を対象者として行った。5名に対人関係カウンセリング(IPC)を行い、7名に傾聴を主とするカ
ウンセリングを行った。その結果、両群ともに、カウンセリングを行う前と比べてカウンセリング終了12週間後
までのSDS合計点（点数が高いほど抑うつ状態が高いことを示す尺度）に統計学的に有意な減少は認めなかっ
た。しかし、カウンセリング終了4週間後で、IPC群は傾聴を主とするカウンセリング群よりもSDS合計点が統計
学的に有意に減少していることが示された。
　

研究成果の概要（英文）：This study examined whether interpersonal counseling (IPC) was effective for
 subthreshold depression in students with attention deficit/hyperactivity disorder (ADHD) 
tendencies. A number of participants were 12. They were divided into IPC (n=5) and control (n=7) 
groups. The IPC group showed a high effect size at 4- and 12-week follow-up in the change of the SDS
 total score. There was a significant difference between-group in the change of the SDS total score 
after 4 weeks.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、新型コロナ感染症対策のため対象者数が少なくなり、予備的研究に留まったが、国内外で初めての注
意欠如・多動症(ADHD）症状をもつ大学生における抑うつ状態に対する対人関係カウセリング（IPC）の有効性を
検討した研究であった。本研究の結果より、IPCは傾聴を行うカウンセリングよりもADHD症状を持つ大学生の抑
うつ状態を改善させる可能性が示された。よって、本研究は、学生相談などにおいて、ADHD症状を持つ大学生に
対してIPCを行うことが有用であることの可能性を提示したと考える。今後、参加者数を増やした研究を進めて
いく必要性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本の若年成人層における自殺死亡率の減少は全年齢に比べ低く、自殺が死因の第 1 位を占

めている 1)。自殺の背景には抑うつ状態があるのは周知のことであるが、若年成人層においては
ストレスコーピング能力の未熟さも考えられ、研究代表者らの調査 2)では「問題解決の手段とし
て自殺もありうる」と回答したものが 30.0%と高い数字を示した。また、近年、ADHD 傾向などの
発達障害圏の大学生が抑うつ状態などを訴えて学生相談に来ることが増加している 3)。 
ADHD は成人における発達障害としては最も有病率が高い発達障害であり約 3.4％といわれて

いる。ADHD の基本症状は多動性、不注意、衝動性の 3症状であるが、成人 ADHD では不注意、衝
動性が残存しやすいといわれており、これらの症状のために対人関係の困難をきたしやすく、2
次的に抑うつ状態を呈しやすい 4)。ADHD の診断には至らない ADHD 傾向を持つ者の数はさらに多
く、不適応から抑うつ状態を呈することがみられる 3)。これらにより、ADHD 傾向のある若年成人
層の抑うつ状態に対するカウンセリング方法の有効性についての実証的研究が望まれる。 
IPC は対人関係療法から派生したカウンセリング方法であり、具体的なストレスコーピングを

習得させる要素をもち、うつ病の診断に至らない抑うつ状態に対する効果が科学的に検討され
ている。IPC は構造化（原則 3回、1回 50 分）されたカウンセリング方法であり、非専門家でも
習得が容易であることから、種々の相談場面で広く活用が可能と考えられるものである 5)。よっ
て、本研究の「問い」は、「ADHD 傾向のある若年成人層の抑うつ状態には、通常の支持的カウン
セリングより IPC が有効であり、その効果はストレスコーピング能力の向上や ADHD の症状変化
と関連するのではないか」である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ADHD 傾向のある若年成人層の抑うつ状態に対する IPC の効果と、その効果

とストレスコーピング能力ならびに ADHD の症状との関連を調べることである。 
 
３．研究の方法 
ADHD 傾向のある若年成人層を対象とした、IPC を行う群（IPC 群）と通常の支持的カウンセリ

ングを行う群（対照群）の 2群における無作為化比較対照試験（RCT）を行った。 
対象者は、①研究参加時に 18 歳以上 39 歳未満の者、②抑うつ的な訴えを持ち、カウンセリン

グが出来る心身の状態にある者、③成人期の ADHD の自己記入症状チェックリスト（ASRS-v1.1）
にて ADHD 傾向があるとされた者、④研究の趣旨を理解し研究参加への文章同意が得られる者と
した。 
対象者を無作為に IPC 群と対照群に割付し、介入前評価（Zung Self-rating Depression Scale 

日本語版 SDS、簡易抑うつ症状尺度 QIDS-J、Coping Inventory for Stressful Situation 日本
語版 CISS、stop-signal task 負荷下での前頭葉血流の NIRS による測定）などを行った。IPC マ
ニュアルに従い原則 3 回（1 回 50 分）行う。全カウンセリング終了後に介入前と同様の評価を
再度行った。 
主要解析としては、従属変数を SDS 合計点および QIDS-得点、独立変数を介入前後、介入 2群

とした 2 元配置分散分析を行った。 
 
４．研究成果 
当初、参加者数を 30名と予定し、検証レベルの RCT を計画していたが、新型コロナウイルス

感染症のため対面カウンセリング等の実施が困難となったため、12 名の参加者で探索的に ADHD
傾向のある若年成人層の抑うつ状態に対する IPC の効果を検討した。 
参加者 12名のうち、5名に対人関係カウンセリング(IPC)を行い、7名に傾聴を主とするカウ

ンセリングを行った。その結果、IPC を行った群も傾聴主とするカウンセリングを行った群も、
カウンセリングを行う前と比べて、カウンセリング終了 12 週間後までの抑うつ状態を表す SDS
合計点に統計学的に有意な減少は認めなかった。しかし、IPC を行った群においては、カウンセ
リング終了 4 週間後において SDS 合計点の減少量は高い効果量を示し、傾聴を主とするカウン
セリング群よりも有意に SDS 合計点が減少していた。また、IPC を行うと、反応抑制課題下での
前頭前野の活動性が改善する可能性も示された。 
 本研究は、予備的にではあるが、国内外で初めての ADHD 症状をもつ大学生における抑うつ状
態に対する IPC の有効性を検討したものであった。その結果、IPC は傾聴を行うカウンセリング
よりも ADHD 症状を持つ大学生の抑うつ状態を改善させる可能性が示され、今後、参加者数を増
やした研究を進めていく必要性が示された。今回の結果は予備的ではあったが、学生相談などで、
ADHD 症状を持つ大学生に対して IPC を行うことが、学生の支援につながる可能性があると考え
られた。 
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